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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成24年8月30日(2012.8.30)

【公開番号】特開2011-121615(P2011-121615A)
【公開日】平成23年6月23日(2011.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2011-025
【出願番号】特願2009-281228(P2009-281228)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  33/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  33/25     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ  33/00    　　　Ｃ
   Ｂ６５Ｄ  33/25    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月13日(2012.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記リブの厚さ寸法（Ｄ）は、前記リブの前記薄肉部から突出する高さ寸法及び前記薄
肉部の厚さ寸法の和であり、
　前記リブの厚さ寸法（Ｄ）と前記厚肉部の厚さ寸法（Ｄ２）との比（（Ｄ）／（Ｄ２）
）が、０．８以上１．２以下であることを特徴とする請求項１に記載のジッパーテープ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記接着層は、前記帯状基部及び前記カット部に用いられる樹脂よりも融点が低いポリ
オレフィン系樹脂であることを特徴とする請求項４に記載のジッパーテープ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（２）また、前記リブの厚さ寸法（Ｄ）は、前記リブの前記薄肉部から突出する高さ寸法
及び前記薄肉部の厚さ寸法の和であり、前記リブの厚さ寸法（Ｄ）と前記厚肉部の厚さ寸
法（Ｄ２）との比（（Ｄ）／（Ｄ２））が、０．８以上１．２以下であることが好ましい
。
（３）そして、前記厚肉部の厚さ寸法（Ｄ２）と前記薄肉部の厚さ寸法（Ｄ１）との比（
（Ｄ２）／（Ｄ１））は、３以上１２以下であることが好ましい。
（４）また、前記帯状基部、前記一対の厚肉部及び前記リブの一面には、接着層を有した
ことが好ましい。
（５）さらに、前記接着層は、前記帯状基部及び前記カット部に用いられる樹脂よりも融
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点が低いポリオレフィン系樹脂であることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【図１】本発明に係る実施形態のジッパーテープ付き包装袋を示す正面図。
【図２】図１のII－II断面図。
【図３】前記ジッパーテープ付き包装袋のカット部を拡大して示す断面図。
【図４】前記ジッパーテープ付き包装袋のノッチ部分近傍を拡大して示す正面図。
【図５】他の実施形態のジッパーテープ付き包装袋を示す断面図。
【図６】比較例１に係るジッパーテープ付き包装袋を示す断面図。
【図７】比較例２に係るジッパーテープ付き包装袋を示す断面図。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　雌側帯状基部４０は、帯状基部本体４１と、この帯状基部本体４１に一体的に連結され
た雌部材としての第一のフック部４２及び第二のフック部４３を有する。第一のフック部
４２及び第二のフック部４３は、互いに対向している。
　第一のフック部４２及び第二のフック部４３は、雄側帯状基部５０の頭部５３に係脱可
能に咬合して咬合部６を構成する。
　また、雌側帯状基部４０は、内面２１１Ａに対向する袋側面４０Ａを有し、袋側面４０
Ａには、袋側面４０Ａを内面２１１Ａに接着させるための接着層としてのシール層４０Ｂ
が積層されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　そして、薄肉部４６は、幅寸法が０．５ｍｍ以上５ｍｍ以下であることが好ましく、よ
り好ましい範囲は１ｍｍ以上３ｍｍ以下である。薄肉部４６の幅寸法が０．５ｍｍ未満の
場合、リブ４７を形成することが困難になる場合がある。一方、薄肉部４６が５ｍｍを超
える場合、カットラインＣ（図４参照）をリブ４７に沿って誘導することができない場合
がある。
　そして、第一及び第二の厚肉部４５Ａ，４５Ｂの厚さ寸法（Ｄ２）と、薄肉部４６の厚
さ寸法（Ｄ１）との比（（Ｄ２）／（Ｄ１））は、３以上１２以下であることが好ましく
、さらに好ましくは、５以上１０以下である。
　ここで、前記比（（Ｄ２）／（Ｄ１））が３よりも小さい場合、薄肉部４６が内面２１
１Ａに接着してしまう場合がある。
　一方、前記比（（Ｄ２）／（Ｄ１））が１２よりも大きい場合、薄肉部４６が折れ曲が
りやすくなり、前記のような問題が生じるおそれがある。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２８】
［ジッパーテープ付き包装袋の開封］
　次に、本実施形態の包装袋１を開封する方法を説明する。
　図４は、ジッパーテープ付き包装袋のノッチ部分近傍を拡大して示す正面図である。
　開封するときは、ノッチ２５の開口部２４側の基材フィルム２１と、封入物側の基材フ
ィルム２１とを把持し、ノッチ２５を引裂開始部として、前後に引き裂くようにして開封
する。ここで、リブ４７が内面２１１Ａに接着されているので、引張強度が小さい薄肉部
４６、５６に応力が集中し、その応力が集中した薄肉部４６、５６にて切断される。従っ
て、応力が集中した薄肉部４６，５６が切断されるので、１箇所でしか切断されない。つ
まり、カットラインＣ（一点鎖線）は１本のみとなる。そして、リブ４７，５７により位
置決めされるため、カットラインＣは、直線状となり、蛇行しない。
　その後は、ジッパーテープ３の咬合部６を解除することによって、包装袋１を開封する
ことができる。再封する場合には、第一のフック部４２及び第二のフック部４３と頭部５
３とを咬合させて、咬合部６を咬合状態とすればよい。
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